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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第67期

第１四半期連結
累計期間

第68期
第１四半期連結
累計期間

第67期

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年７月１日
至　平成30年６月30日

売上高 (千円) 1,462,042 1,553,302 6,126,612

経常利益 (千円) 116,629 77,337 328,110

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 118,080 42,789 229,896

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 126,602 54,298 217,802

純資産額 (千円) 5,395,315 5,507,263 5,486,085

総資産額 (千円) 10,770,070 10,823,795 10,346,566

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 71.30 25.84 138.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.1 50.9 53.0
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。　

５．当社は、平成30年１月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 
(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなか、個人消費の持ち直しや企

業収益の改善に伴い、景気の緩やかな回復が続きました。一方で、米中の通商問題と日本への影響や、NAFTA再交渉

の行方、英国のEU離脱影響など海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響により、先行き不透明な状況が続

きました。

このような経済状況の下で、当社グループは、受注活動の強化、既存取引の見直し、原価の低減等により収益性

向上に努めました。主力取引業界である自動車部品関連、産業工作機械関連からの受注は総じて堅調に推移したた

め、前年同四半期連結累計期間と比較して増収となりましたが、エネルギーコストや修繕費等製造経費の増加によ

り、営業利益は前年同四半期連結累計期間と比較して減益となりました。

こうした事業活動の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,553百万円(前年同四半期比6.2％増)、営業利

益は77百万円(前年同四半期比△34.2％減)、経常利益は77百万円(前年同四半期比△33.7％減)、親会社株主に帰属

する四半期純利益は42百万円(前年同四半期比△63.8％減)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　金属熱処理加工事業

金属熱処理業界においては、主力取引業界である自動車部品関連、産業工作機械関連からの受注は、いずれも

増加しました。株式会社オーネックステックセンターの売上も増加し、前年同四半期連結累計期間と比較して増

収となりました。一方、エネルギーコストや修繕費等製造経費の増加により、セグメント利益は減益となりまし

た。

これらの結果、売上高は1,383百万円(前年同四半期比5.6％増)、セグメント利益は56百万円(前年同四半期比△

44.6％減)となりました。

②　運送事業

運送事業につきましては、機械などの重量物の搬送取り扱いが安定していたため、売上は堅調推移しました。

また、傭車(外注)便を活用すると共に、運行管理の徹底、配車の効率化及びエコドライブによる燃費の削減など

に努めました。

これらの結果、売上高は170百万円(前年同四半期比11.3％増)、セグメント利益は17百万円(前年同四半期比

56.2％増)となりました。
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(2) 財政状態の状況

(資産)

資産合計は、前連結会計年度末と比較して477百万円増加し、10,823百万円となりました。これは主に現金及び預

金が455百万円、機械装置及び運搬具が22百万円増加したことなどによるものです。

(負債)

負債合計は、前連結会計年度末と比較して456百万円増加し、5,316百万円となりました。これは主に長期借入金

が427百万円増加したことなどによるものです。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して21百万円増加し、5,507百万円となりました。これはその他有価証券

評価差額金が11百万円、利益剰余金が９百万円増加したことによるものです。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は８百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,868,600

計 5,868,600
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,660,000 1,660,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 1,660,000 1,660,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 1,660,000 ― 878,363 ― 713,431
 

 

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

　　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 3,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,650,300
 

16,503 ―

単元未満株式 普通株式 5,800
 

― ―

発行済株式総数 1,660,000 ― ―

総株主の議決権 ― 16,503 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱オーネックス

神奈川県厚木市上依知字
上ノ原3012-３

3,900 ― 3,900 0.23

計 ― 3,900 ― 3,900 0.23
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年７月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,906,532 2,362,049

  受取手形及び売掛金 ※  1,385,711 ※  1,393,266

  電子記録債権 656,414 650,003

  製品 18,460 23,341

  仕掛品 41,576 44,004

  原材料及び貯蔵品 97,018 91,445

  その他 126,457 109,088

  流動資産合計 4,232,172 4,673,200

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,280,577 1,272,443

   機械装置及び運搬具（純額） 1,572,737 1,595,165

   土地 2,275,851 2,275,851

   リース資産（純額） 112,116 110,831

   建設仮勘定 678 －

   その他（純額） 220,104 215,915

   有形固定資産合計 5,462,065 5,470,206

  無形固定資産 18,919 18,477

  投資その他の資産   

   投資有価証券 303,398 319,690

   繰延税金資産 209,064 221,088

   その他 117,096 117,713

   投資その他の資産合計 629,559 658,492

  固定資産合計 6,110,544 6,147,176

 繰延資産 3,849 3,418

 資産合計 10,346,566 10,823,795
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  174,105 ※  168,564

  電子記録債務 245,797 227,985

  短期借入金 613,287 725,202

  1年内償還予定の社債 25,000 15,000

  未払金 197,888 240,946

  未払費用 287,812 279,097

  未払法人税等 95,219 55,413

  賞与引当金 22,056 89,160

  その他 ※  306,470 ※  214,779

  流動負債合計 1,967,637 2,016,150

 固定負債   

  社債 32,500 25,000

  長期借入金 1,987,992 2,415,189

  退職給付に係る負債 723,987 713,963

  その他 148,363 146,229

  固定負債合計 2,892,843 3,300,381

 負債合計 4,860,480 5,316,532

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 878,363 878,363

  資本剰余金 713,431 713,431

  利益剰余金 3,829,332 3,839,001

  自己株式 △6,019 △6,019

  株主資本合計 5,415,107 5,424,776

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 70,977 82,487

  その他の包括利益累計額合計 70,977 82,487

 純資産合計 5,486,085 5,507,263

負債純資産合計 10,346,566 10,823,795
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年７月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 1,462,042 1,553,302

売上原価 1,070,455 1,188,591

売上総利益 391,587 364,711

販売費及び一般管理費 273,698 287,120

営業利益 117,888 77,591

営業外収益   

 受取利息 618 584

 受取配当金 1,034 1,323

 受取賃貸料 1,258 1,686

 スクラップ収入 1,434 1,709

 その他 853 697

 営業外収益合計 5,198 6,001

営業外費用   

 支払利息 4,946 4,594

 支払手数料 1,080 1,034

 その他 431 627

 営業外費用合計 6,458 6,255

経常利益 116,629 77,337

特別利益   

 固定資産売却益 299 288

 投資有価証券売却益 － 53

 受取和解金 60,000 －

 特別利益合計 60,299 342

特別損失   

 固定資産除却損 3,934 1,649

 特別損失合計 3,934 1,649

税金等調整前四半期純利益 172,995 76,030

法人税、住民税及び事業税 70,509 48,959

法人税等調整額 △15,594 △15,718

法人税等合計 54,915 33,241

四半期純利益 118,080 42,789

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,080 42,789
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年７月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 118,080 42,789

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 8,522 11,509

 その他の包括利益合計 8,522 11,509

四半期包括利益 126,602 54,298

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 126,602 54,298

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― －
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【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 

 
前連結会計年度
(平成30年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 75,483千円 83,773千円

支払手形 12,364 12,637 

その他(設備関係支払手形) 58,541 36,828 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日)

減価償却費 134,160千円 134,834千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成29年７月１日　至　平成29年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年９月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 33,123 2 平成29年６月30日 平成29年９月28日
 

　(注)平成30年１月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。１株当たり配当額につきま

しては、当該株式併合前の実績の配当額を記載しております。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成30年７月１日　至　平成30年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成30年９月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 33,120 20 平成30年６月30日 平成30年９月27日
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成29年７月１日　至　平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２金属熱処理

加工事業
運送事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,309,102 152,939 1,462,042 ― 1,462,042

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 72,904 72,904 △72,904 ―

計 1,309,102 225,844 1,534,947 △72,904 1,462,042

セグメント利益 102,044 11,167 113,212 4,676 117,888
 

(注) １．セグメント利益の調整額4,676千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成30年７月１日　至　平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２金属熱処理

加工事業
運送事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,383,009 170,292 1,553,302 － 1,553,302

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 79,618 79,618 △79,618 －

計 1,383,009 249,910 1,632,920 △79,618 1,553,302

セグメント利益 56,561 17,444 74,006 3,585 77,591
 

(注) １．セグメント利益の調整額3,585千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 71円30銭 25円84銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 118,080 42,789

普通株主に帰属しない金額(千円) ― －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

118,080 42,789

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,656 1,656
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成30年１月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オーネックス(E01446)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月13日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 入　江　秀　雄 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴　木　達　也 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

ネックスの平成30年７月１日から平成31年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年７月１日か

ら平成30年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年７月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成30年９月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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